






































































































































































































































































































































































＊ 3 「転居回数」を 1回以上と回答し、かつ前住地を「母国」あるいは「国外」と回答した者
0 1回 2回 3回 4回 5回以上 無回答 平均回数
転職回数＊1 21.70％ 20.20％ 21.50％ 10.50％ 17.50％ 8.60％ 2.0回
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